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あらまし：提出課題を通した相互評価から評価者視点の学習を目的としたシステム(evPoints)の構築に

取り組んでいる．本システムは moodle(LMS)と連携して課題の提出，相互評価等に取り組める．本稿で

は，今回構築し運用を開始した evPoints の相互評価＋部について報告する．	
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1. はじめに 
制作課題を用いた相互評価による，学習効果につ

いて研究を行っている．本研究では，相互評価型環

境を用い，制作課題の相互評価と，評価結果の相互

比較から，評価する視点である評価者視点の学習か

ら，制作課題に取組む上での，課題要求項目（課題

仕様）への適合性と，提出課題におけるケアレスミ

スの低減について取組んでいる． 
これまで，授業において学習者の提出物を評価し

てきた．しかし，課題で求められている事を十分に

適合しない提出物が後を絶たなかった．また思い込

みやケアレスミスに伴い同じ誤りが繰り返されるケ

ースが多く見られた．また教授者が提出物に対し，

評価や修正点等のコメントを入力しても，学習者が

確認していない場合も多くあった．そのため，学習

者の誤りが改善されないままのケースも多くあった．  
これまで多くの研究により相互評価による学習効

果や，評価基準の明確化に伴う評価者依存の低減，

評価基準を学習者に開示することによる学習効果に

ついて，報告されてきた．本研究では，相互評価の

プロセスにおいて，学習者が他学習者の提出物に対

する評価結果と，教授者による評価結果の比較を行

う．この比較から学習者は，評価に対する取り組み

の正誤に気づき，評価する視点の学習につながると

考えた．これらを意図的に実施することにより，日

常的な学習者の課題への取り組みにおいて，提出物

の質の向上と，ケアレスミスの低減が得られると考

えた．これらは通常の相互評価を拡張した取り組み

として実施するため，相互評価＋と称している． 
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図 1，従来法との違い 

本研究では相互評価型環境として evPointsを構築
する．本稿では，今回構築した evPointsの相互評価
＋部について報告を行う． 

 
2. evPointsと課題提出部 

evPoints は課題と評価結果を用いた相互評価・相
互比較を行える環境として構築する．これまで授業

において moodle を用いていた．そのため，moodle
と連動して稼働するシステムとして設計・構築した．

システム構築は，第１段階で課題提出部，第２段階

で相互評価部，第３段階で相互評価＋部（評価結果

の相互比較）で構築している．課題提出部では，複

数の評価軸の設定，１つの課題（画面）での複数項

目の同時提出を実現した．複数の評価軸の設定では，
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評価軸を最大 10項目迄設定でき，評価者は各評価項
目に対して数値で評価を付けれる．評価結果と評価

軸は課題締切後に学習者に開示される．これにより，

複数の評価項目を設定でき，評点をつけれるため，

評価者は評価項目・評価基準に沿った評価が可能に

なる．また学習者は評価された部分と評価されなか

った部分を捉えれるようになり，改善する部分を捉

えやすくなる．次に１つの課題（画面）での複数項

目の同時提出についてである．CGやWeb等では１
つの課題で多くの取組みを設定することがある．例

えば，Flash アニメーションでは，作品，絵コンテ，
コンセプトデザインとして作品タイトル・ターゲッ

ト層・伝えたいものこと・作品概要等である．評価

においても，それぞれを単独で評価するのではなく，

総合的に評価する必要がある．そのため，ファイル

の提出だけでは無く，教授者が自由に課題提出フォ

ームを作成できる必要がある．そこで，ファイル提

出，テキスト，テキストフィールドを自由に配置で

きるシステムとして構築した． 
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図２，moodleと evPoints 

 

 
図３，相互評価＋（評価結果の閲覧．左側：課題

提出，右側上段	
 自身の提出分に対する他学習者に

よる評価結果，右側下段 自身が取り組んだ評価に対
する教員や他学習者の評価結果と比較） 

 
本システムの相互評価＋部は2013年4月に完成し，

試験を開始している．現時点で，2013 年度前期の
Webデザイン(Flash)で利用，その後，2013年後期の
Web デザイン基礎(HTML,CSS)にて利用を予定して
いる．  

 

3. まとめ 
今回，制作課題における評価者視点の学習のため

の相互評価システムの研究として構築しているシス

テム，evPoints の相互評価＋部について，構築シス
テムと利用状況について報告した．これにてシステ

ムの主要な部分は完成した．あとは，教授者の支援

にむけ，提出状況の分析ツール等の準備に入る．ま

た本取り組みにおける調査分析も最終年度に入って

いる．そのため，2013年度前期が終了次第，分析に
入り，効果検証に取り組む． 
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